
The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

　　　P2−e7　 日本行動分析学会　第 25回 年次大会

　　　　　　　（2007年 8 月 4 日 ・5 日　立教大学）

情報の 信頼度 と コ ス トが情報選択行動 に及 ぼす効果

The　effeCt　of 　reliabdhty 　and 　cost 　of 　inf（）】皿 ation 　on

　　　　　　i皿 f（）rmation ・choice　behavior

　　　　　　　O　浅井将史　 ・　 小野浩
一

　　　　　　Masashi　ASAI 　and 　KbiChi　ONO

　　（駒澤大学大学院人文科学研究科 ・駒澤大学文学部）

　　　　　　　　Kom 且 zawa 　univerSity

　　　 Key　word ：Pk〕bab且ity，　Inlbrrnation，　 Cost

　　　　　　　　　　　 目　的

　不確実場面の 選択に お い て人が情報を利用する場合， その

情報 の 利用 にか か わる変数として ，情報の 有用性とその 情報

を得るの に 要するコ ス トの 2っ が考えられ る．たとえば，Newell，

Weston ＆ Shanks（2003）で は，信頼度の 異なる複数の 情報 に

同
一

の コ ス トを設定 した とき， 半数以上 の 実験参加 者 が多くの

コ ス トを払っ て より多くの情報を利用する傾向があることを明ら

かにしてい る．

　本実験で は，信頼度が異なる 5 種類の 情報と，その 情報利

用 に か か るコ ス トが異なる3条件で構成されるゲーム を実施し，

人の情報選択行動に信頼度とコ ス トがもたらす効果を検討し

た．

　　　　　　　　　　　 方 法

実験参加者　大学生 9名（男性 5名，女性 4 名）．

装置　実験室に設置したノ
ー

ト型 PC の モ ニ タ
ー

を刺激呈示

用に，マ ウス を反応用に使用し，ゲ
ー

ム の実施・反応 の 検出を

行っ た．実験プロ グラム は Visual　Baslc2005　Express　 edition で

作成した．

手続き　実験開始前にゲームの 説明と訓練（50 試行）を実施し，

その 後本ゲー
ム へ と移行した．

ゲーム 内容 ：3 × 3の 9っ の マ ス の どこに 正解（●）があるかを予

測して 当て る．その 際に ， 実験参加者は正解に関する信頼度

の 異なる5つ の情報のうち1つ を選 択する（％表示欄をクリソ クす

る）．各情報には以下に述べ る異なるコ ス ト（ポイン ト）が 設定さ

れ て い る．情報を選択す るとコ ン ピ ュ
ータは 9 マ ス の うちの 1

っ を青色で 表示 し，正解を予告す る．％表示の たとえば 7gy・は，

コ ン ピ ュ
ー

タが9回中7回正 解を表示することを示 して い る．実

験参加者は その 予告情報を見た上で ，9 マ ス のうちの 1つ をク

リックして 正解を予 測する．実験参加者が 予測を完了すると即

座 に正解 位置がフ ィ
ー

ドバ ックされた，正 解の 場合は 2 秒の 強

化時間と 10ポイン トが右上枠内の カウン タ
ー

に加算され，1秒

の rr｝の 後に次の 試行 へ と進ん だ ，

　実験開始前の 訓練は ，コ ス トの 支払 い と正 解 の 際 の 強化を

行わず ， 全情報を使用可能にして 50試行実施した．

条件 ：信頼度が異なる情報を5っ 設定し，コ ス トを変えた条件を

3つ 設定した（表 1＞．実験 の 際には 5種類 の パ ーセ ン ト表示 と

適用 される条件の コ ス ト額を 2 行の 表で モ ニ タ
ー

に表示し

た．ゲーム 試行数は 1条件 100試行の 3 条件 ， 計 300 試行 で

構成し， 実験参加者 は 各条件 の 開始時点に 100ポイン トが与

えられた，条件は 「A ・B・C」，「B・C ・A」，「C ・A ・B」の 3つ の 1慎序

で 各 3名ずっ 実施した．

ス

ト

表 1　情報の種類 と条件別 コ ス ト

　　　　　　情報 の 種 類

100％ 78％ 56％ 33％ 11％
A 7 5 3 1 0
B 9 7 4 2 0

C 11 8 5 3 o

　　　　　　　　　　 結果と考察

条件別 の 各情報の 選択率 と予告情報 へ の 追従率を図 1に示

した，また，各情報に 全面的に依存した場合に得られる期待値

を表2に示 した，

表 2 各条件における情報 の 期待値

　　　　　　　 信頼度

期

待

値

　条件 C は概ね期待値に比 例した選択率 になっ てい る．しか

し， 条件A で は最も期待値の 低い （他の期待値に 対し 1／2以下）

“
11％

”

の 選択率が 2番 目に高い値となっ てお り，条件 B も必

ず しも期待値に
一

致して い なかっ た．こ の 実験における注 目

す べ き結果は，条件 C の ように高い信頼度の 情報に高額の コ

ス トが要する場合は ， ほ ぼ期待値に応じた情報利用が なされる

が，条件 A の ように，どの 情報の 期待値も高い 場合に は ，情報

が 限定され ずに，多数の情報が相互に参照される傾向が ある

とい うこ とで ある，

　追従率で は ，どの 条件 にお い て も情報 の 信頼度 が 低くなる

に つ れ て追従率が低下することが示された．

100％ 78％ 56％ 33％ 11％

A300 275253 231 110

B100 フ7 154 132 110
C 一100 一22 55 33 110
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　 　 　 　 　 　 情報の 種類

　　 図 1 各情報の 選択 ・追従率
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